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ウサギを用いる眼刺激性試験

検体について,OECDGuidelinefortheTes七ingofChemicals405(2017)に準拠し・ウサギ

用いる眼刺激性試験を行った。

ゥサギ3匹の片眼に検体を0・1皿L点眼したoその結果,点眼後l時間に1例で限瞼及び眼球結膜

の発赤が見られたが∴24時間に消失した。

Draize法に従って求めた観察期間中の平均合計評点の最高値は0.7(点眼後l時間)となった。

以上のことから,ウサギを用いる醐激性試験において・検体は「無刺激物」の範疇にあるもの

と評価された。
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